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夏
嚢
彩
璽
寧
緩
議
 

ー
ま

つ
り
の
熱
気
に
 

酔

い
し
れ
る
ー
 

梅
雨
が
明
け
暑
さ
が
厳
し
く
な
っ
た
八
月
四
日
、
奥
津

軽
の
短
い
夏
を
鮮
や
か
に彩
る
ま
つ
り
「
五
所川
原
立
侵

武
多
」
が
開
幕
し
ま
し
た
。
開
会
式
で
は
、当
市
出
身
で

歌
手
の
吉
幾
三
さ
ん
が
「
立侵
武
多
」
を
今
年
も
歌
っ
て

応
援
、
号
砲
の
合
図
であ
す
な
ろ
大
太
鼓
を
先
頭
に
大
型

立
侵
武
多
3
台
の
ほ
か
中
型
立
侵
武
多
な
ど
が
市
街
地
を

練
り
歩
き
ま
し
た
。
 

大
型
立
侵
武
多
は
一
昨年
の
 「
五
穀
豊暁
」
、
昨
年
の
 

「代
」
、
そ
し
て
今
年
の
新
作
「
炎
」
 e
三
台
。
ビ
ル
の

屋
上
よ
り
高
く
顔
を
出
し
、
迫
り
来
る
そ
の
巨体
の
勇
ま

し
さ
に
沿
道
の
観
客
は
、驚
き
e
声
を
あ
げ拍
手
を
し
て

い
ま
し
た
。
 

今
年
の
ま
つ
り
は
、
コ
ー
ス
が
延
長
さ
れ
観
客
も
ゆ
つ

た
り
見
物
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、金
木
地
区
と
市

浦
地
区
か
らそ
れ
ぞ
れ
百
人
以
上
が
参
加
し
「
五
穀豊
暁
」
 

と
「
代
」
を
運行
し
な
が
ら
、
新
市
と
な
った
初
の
五
所

川
原
立
侵
武
多
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
 

運
行
五
日
目
と
な
った
八
日
、
熱
気
に酔
い
し
れ
た
ま
つ

り
も
フ
ィナ
ー
レ
を
む
かえ
、
旧
ロ
ー
タ
リ
ー
で「
代
」と
「
炎」
 

が
今
年
で
最
後
の
出陣
と
な
っ
た
「
五
穀
豊暁
」
を出
迎
え
三

台
が
ク
揃
い
踏
み
ク
を
し
、大
き
な
歓声
と
惜
しみ
な
い拍

手
が
大
地
を揺
ら
さ
ん
ば
か
り
に
続
き
ま
し
た
。
 

期
間
中
は
天
候
に
恵
ま
れ
全
日
程
運行
し
、人
出
も
過
去

最
高
の約
百
六
十
九万
人
（
主催
者
発
表）
と
なり
ま
し
た
。
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佐藤給 ん’」唖血） 
佐藤純平さん（市内） 

沿道から拍手や声がかかる、 

それがうれしい。まつりで
踊れて最高！！ 五農最高！! 

毎年楽しみにしています。 
立侵武多がある五所川原が

大好き！とても自慢です。 

来年は参加するぞ― ! 

初めて見に来ました。驚き

の連続です。素晴らしいで

すね。来年もぜひ来たいと

思います。 

子さ応《市内り r’いーー 

佐々蒸麟発上（恵烈一 

地元にいながら立侵武多を

見る機会が少なかったんです。 

こんなに高くてすごいと

は…感激です。 

世ラジョでンズ・ラタ 
（イギリス）・写真左 

ワンダフルです！日本の伝

統美がたくさん詰まってい

る印象的なおまつりですね。 

必 

衛 

伊墜勢意声ん（つがる市》 

ミ武多が初めて運行され

きら毎年、先導を信頼し

一合わせ、誇りを持って 
iを運転しています。 

三上恵理子誉ん1轟I ' 
工藤礼子さん（市内） 

立仮武多、本当にすごいと

思います。毎日見るつもり。 

まつりの賑やかさが大好き。 

親子で参加、仲間みんなで

参加するまつりが大好き。 

来年以降もずっと参加し続

けていきたい。 

ねぷたの大きさに驚きました。 

思わず身を乗り出して写真

をたくさん撮りました。離

子も素敵ですね。 

毎年見に来て、いつも圧倒

されます。元気な子どもた

ちを始め、活気にあふれ素

晴らしい。 

と育インタ-Jュ＝= 
今年も「五所川原立仮武多」に、全国からたくさ

んの観光客が訪れました。まつり参加者、まつりを

誇らしげに見る地元の人たち、県内外からの観光客

それぞれが感じたまつりの感想を聞きました。 

堰編鉛響擦級 1てり昨 ヒ 
谷口さん’（神戸市） 'l廻声ん 

青森ねぶたや弘前ねぷたと

は違った良さがあります。 
今夜の感動をビデオにいっ

ばい撮りました。 

ビルより高く立侵武多の顔

がのぞく姿にびっくり。青
森ねぶたとはまた違った迫

力がありますね。 

地域の皆さんがたくさん参

加して盛り上がり、工ネル

ギーを感じるまつりですね。 

とても印象的でした。 

山谷文子さん・晴空ちゃん（市内） 

すごく楽しい。この子のお
兄ちゃんとお母さんが参加

しているので毎日来てます。 
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展示室 新作「炎」を含む3台がライトアップされ展

示。観客の誰もがすごい！おおきい！デッケ 

-！と感心することしきり。大型スクリーン

では、祭りの臨場感を味わうことができ、津

軽人の祭り魂にふれました。 

iF 市内保育園・幼稚園・小学校の金魚ねぷたが

祭り気分をもりあげています。 

' 

オ二罵 
りんごのソフ 

料 金 表 

コーヒータイム

クリ ムが大人気 

種 一 般 高校生 小中学生 

立倭武多展示室（A) 600円（540円） 450円（400円） 250円（220円） 

美術展示ギャラリ一（B) 300円（270円） 100円（ 90円） 100円（ 90円） 

(A) + (B）のセット 800円（720円） 500円（450円） 300円（270円） 

*( ）内は団体料金です。詳しくはお問い合わせください。未就学児は無料です。 
休館日は 1月 1日です。 
〒 037-0063 五所川原市大町21一1 TEL川73-38-3232（代表） 

6F 展望ラウンジ「春愉」はるにれ 

八甲田連邦、岩 tz山、津軽灘瑚碗覇がら噂づ食事はいかが？ 

おすすめは北限の梅入り 1「冷やしうど尤」です。ピンク色したうどん熊食欲血そそります。 

もちろん味もバしチリですn 

起識影を、 

ーにな懲肇 

5F 会議室・遊楽工房「かわらひわ」 

金魚ねぷた等の製作体験をして

いる親子に出会いました。色づ

けが楽しいそうです。オレンジ

もかわいい。紫色が涼しい感じ。 

亡
I
 

まんじゆうなんかいかが。 

立俵武知館フオトスケッチ 
ここではいつでもお祭り気分が味わえるよ I 

祭りが終わっても、立倭武多に会いたくなったらいつでも来てね 

2F 美術展示室（伊藤正規絵画寄贈記念展開催中） 

3F 立倭武多製作所では、「書き割り」の真っ最中

太勢皿報道鷹嚇』遇緊賑のー瞬。立倭武多も顔が命つ

の顔が完成。 

に見て、製作に参加することもできます。 

練習室 祭りが近くなると太鼓・笛・手振鉦などの音色がひびきます。 

練習室は自由に使用できます。（有料） 
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「
ピン
コ
具
白
頭」を
披
露

そ
の
名
も
ピ
ン
コ
ロ
ズ
 

八
月
二
日
、
 「
ピン
コ
ロ
ズ
」
 
（
ば
 

っ
て
ん
荒
川
、
石
井
ト
ミ
コ
）
が
市

浦
地
区
の
ピ
ン
コ
ロ
館
を
訪
れま
し
た
0
 

石
井
さ
ん
は
、
昨
年
、
N
H
K
の
 

F
M
放
送
で
旧
市
浦
村
の
ピ
ン
コ
ロ

館
（
死
ぬ
ま
で
元
気
）
の
役
割
を
聞
き
、
 

自
分
た
ち
が
歌
う
健
康
作
り
の歌
「
ピ

ン
コ
ロ
音
頭
」
 
「
ピン
コ
ロ
ル
ン
バ
」
 

を

「
ピ
ン
コ
ロ
館
」
で
ぜ
ひ
紹
介
し

た
い
と
の
思
い
で
訪
問
が
実
現
し
た

も
の
で
す
。
 

夜
に
は
、
市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
歌
を
披
露
し
な
が
ら
、
 一

日
一
回
笑
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で

あ
る
と
語
り
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ト
ー
ク
と
歌
で
住
民
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
 

顧

動

に
移
す
勇

気
が

必

要
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社
会
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る
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す
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運

動
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ね
た
こ
と
が
あ
り
、
以
来
、
心
に
薄

い
雲
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も

次
の
機
会
の
時
に
勇
気
を
出
し
て
声

が
け
を
し
た
ら
に
っ
こ
り
笑
っ
て
言

葉
を
返
し
て
く
れ
た
。
自
分
の
勇
気

の
な
さ
が
心
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

い
た
。
行
動
に
移
す
勇
気
が
心
の
ブ

レ
ー
キ
を
は
ず
す
事
に
気
付
い
た
。
 

全
て
の
人
が
心
の
ブ
レ
ー
キ
を
は
ず

し
た
ら
明
る
い
社
会
を
築
け
る
の
で
は」
 

と
提
言
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
 一
行
は
警
察
音
楽
隊
を

先
頭
に
エ
ル
ム
第
二
駐
車
場
か
ら
イ

ト
ー
ョ
ー
カ
ド
ー
入
り
口
ま
で
街
頭

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

七
月
二
十
六
日
、
エ
ル
ム
の
街
に

お
い
て

「
社
会
を明
る
く
す
る
運
動

五
所
川
原
市
総
決
起
大
会
」
 
が行
わ

れ
各
地
区
か
ら
、
保
護
司
会
、
更
正

保
護
女
性
会
、
日
赤
奉
仕
団
な
ど
約

一
盲
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

毎
年
七
月
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

朗
読
す
る
田
中
大
樹
君
 

大
会
で
は

「社
会
を
明
る
く
す
 

る
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
 
で優
秀
賞
 

に
輝
い
た
金
木
中
学
校
二
年
生
の
 

田
中
大
樹
君
が
実
体
験
を
も
と
に
 

綴
っ
た
作
文

「心
の
ブ
レ
ー
キ
を
 

は
ず
そ
う
」
を
朗
読
し
、
参
加
者
  

、
、
（

「
 

は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

田
 

罰
 

中
君
は
 「荷
物
を
持
ち
あ
る
い
て
 

い
た
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
か
け
損
 

七
月
11
1十
日
、
五
所
川
原
郵
便
局

年
金
友
の
会

（
山本
実
会
長
）
は
、
 

五
所
川
原
駅
前
か
ら
乾
橋
ま
で
の
商

店
街
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

山
本
会
長
は
、
 「夏
ま
つ
り
の
観

光
客
に
ク
リ
ー
ン
な
五
所
川
原
の
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
毎
年
こ
の
時

期
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
し
て
い
ま
す
」
 
 と

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
 

一
方
、
三
十
一
日
に
は
、
み
ず
と

み
ど
り
の
小
公
園
を
新
町
町内
会
（
神

泰
幸
会
長
）
が
清
掃
し
ま
し
た
。
 

神
会
長
は
、
 「
祭り
の
運
行
コ

ー
 

ス
の
変
更
に
よ
り
こ
の
公
園
で
休
む

人
が
多
く
な
る
と
思
い
今
年
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

曜
子
と
一
緒
に
「早
め
の
点
灯
を
」P
R
 

五
所川
原
地
区交
通
安
全
協
会
五
所

川
原支
部
 

八
月
一
日
、
五
所
川
原
地
区
交
通

安
全
協
会
五
所
川
原
支
部
で
は
、
大

町
の
歩
行
者
天
国
に
合
わ
せ
、
立
侵

武
多
の
館
前
で
、
五
所
川
原
ね
ぷ
た

灘
子
保
存
会

（平
山
幸
保
会
長
）
ら

の
応
援
を
得
て
、
 「タ
暮
れ
時
の
早

め
の
点
灯
を
ー
・
」
の
交通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
 

「
ピン
コ
口
音頭
」を
披
露

そ
の
名
も
ピン
コ
ロ
ズ
 

各
地
で
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

立

仮
武

多
の

運
行
に

先

駆
け

て
各

地
で
 

清

掃
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
が

行

わ
れ

ま
し

た
 

．
 
轟
 
轟
 
‘
"
 

棚

刻
に
移
ず
勇
気
が
必
要
 

社
会

を
明

る
く
す

る
運

動
 

(b
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七
月
一
一
十六
日
、
 エ
ル
ム
の
街
に

お
い
て

「社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

五
所
川
原
市
総
決
起
大
会
」
が
行
わ

れ
各
地
区
か
ら
、
保
護
司
会
、
更
正

保
護
女
性
会
、
日
赤
奉
仕
団
な
ど
約

二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

こ
の
運
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
力
を
合
わ
せ
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

毎
年
七
月
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

朗
読
す
る
田
中
大
樹
君
 

大
会
で
は
 「社
会
を
明
る
く
す

る
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
」
 
で優
秀
賞

に
輝
い
た
金
木
中
学
校
二
年
生
の

田
中
大
樹
君
が
実
体
験
を
も
と
に

綴
っ
た
作
文

「
心
の
ブ
レ
ー
キ
を

は
ず
そ
う
」
を
朗
読
し
、
参
加
者

は
熱
心
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
田

中
君
は
 「荷
物
を
持
ち
あ
る
い
て

い
た
お
ば
あ
さ
ん
に
声
を
か
け
損
 
 

ね
た
こ
と
が
あ
り
、
以
来
、
心
に
薄

い
雲
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。
で
も

次
の
機
会
の
時
に
勇
気
を
出
し
て
声

が
け
を
し
た
ら
に
っ
こ
り
笑
っ
て
m
l
『
 

葉
を
返
し
て
く
れ
た
。
自
分
の
勇
気

の
な
さ
が
心
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
て

い
た
。
行
動
に
移
す
勇
気
が
心
の
ブ

レ
ー
キ
を
は
ず
す
事
に
気
付
い
た
。
 

全
て
の
人
が
心
の
ブ
レ
ー
キ
を
は
ず

し
た
ら
明
る
い
社
会
を
築
け
る
の
では
」
 

と
提
言
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
 一
行
は
警
察
音
楽
隊
を

先
頭
に
エ
ル
ム
第
二
駐
車
場
か
ら
イ

ト
ー
ョ
ー
カ
ド
ー
入
り
口
ま
で
街
頭

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

七
月
三
十
日
、
五
所
川
原
郵
便
局

年
金
友
の
会

（
山本
実
会
長
）
は
、
 

五
所
川
原
駅
前
か
ら
乾
橋
ま
で
の
商

店
街
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
実
施

し
ま
し
た
。
 

山
本
会
長
は
、
 「
夏ま
つ
り
の
観

光
客
に
ク
リ
ー
ン
な
五
所
川
原
の
イ

メ
ー
ジ
を
与
え
る
た
め
毎
年
こ
の
時

期
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
し
て
い
ま
す
」
 
 と

ゴ
ミ
を
拾
っ
て
い
ま
し
た
。
 

一
方
、
三
十
一
日
に
は
、
み
ず
と

み
ど
り
の
小
公
園
を
新
町
町
内
会
（
神

泰
幸
会
長
）
が
清
掃
し
ま
し
た
。
 

神
会
長
は
、
 「
祭り
の
運
行
コ

ー
 

ス
の
変
更
に
よ
り
こ
の
公
園
で
休
む

人
が
多
く
な
る
と
思
い
今
年
初
め
て

実
施
し
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

隣
子
と
一
緒
に
「早
め
の
点
灯
を
」
P
R
 

五
所川
原
地
区交
通
安
全協
会
五所
川
原
支
部
 

八
月
一
日
、
五
所
川
原
地
区
交
通

安
全
協
会
五
所
川
原
支
部
で
は
、
大

町
の
歩
行
者
天
国
に
合
わ
せ
、
立
侵

武
多
の
館
前
で
、
五
所
川
原
ね
ぷ
た

灘
子
保
存
会

（平
山
幸
保
会
長
）
ら

の
応
援
を
得
て
、
 「タ
暮
れ
時
の
早

め
の
点
灯
を
ー
」
の
交
通
安
全
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
し
た
。
 

八
月
二
日
、
 「
ピン
コ
ロ
ズ
」
 
（
ば

っ
て
ん
荒
川
、
石
井
ト
ミ
コ
）
が
市

浦
地
区
の
ピ
ン
コ
ロ
館
を
訪
れ
ま
し
た
。
 

石
井
さ
ん
は
、
昨
年
、
N
H
K
の
 

F
M
放
送
で
旧
市
浦
村
の
ピ
ン
コ
ロ

館
（
死
ぬ
ま
で
元
気
）
の
役
割
を
聞
き
、
 

自
分
た
ち
が
歌
う
健
康
作
り
の
歌
「
ピ

ン
コ
ロ
音
頭
」
 
「
ピン
コ
ロ
ル
ン
バ
」
 

を

「
ピ
ン
コ
ロ
館
」
で
ぜ
ひ
紹
介
し

た
い
と
の
思
い
で
訪
問
が
実
現
し
た

も
の
で
す
。
 

夜
に
は
、
市
浦
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
歌
を
披
露
し
な
が
ら
、
 一

日
一
回
笑
う
こ
と
が
健
康
の
秘
訣
で

あ
る
と
語
り
、
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る

ト
ー
ク
と
歌
で
住
民
を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
。
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「
新
しい
農
の
時
代
を
ひ
ら
く
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
と
す
る
第
五
十
四
回

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
大
会

が
七
月
二
十
一
日
、
岡
山
市
で
開
催

さ
れ
、
都
道
府
県
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
二
十
人
が
創
音
主
夫
に
満
ち
た
事

例
発
表
を
行
い
審
査
の
結
果
、
青
森

県
代
表
と
し
て
発
表
し
た
市
浦
地
区

相
内
の
秋
田
谷
和
智
さ
ん
が
種
芸
部

門
の
「
名
誉
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。
 

秋
田
谷
さ
ん
は
、
 「
高
校
を
卒業
後
、
 

進
学
し
た
県
営
農
大
学
校
で
無
人
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
資格
を
取
得
し
、
 
 そ

の
技
術
を
生
か
し
、
農
薬
散
布
の

請
負
を
始
め
、
受
託
し
た
延
べ
面
積
は
、
 

当
初
の
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
約

六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
こ
と
」
 や
、
 

「
父
、母
の
親
子
三
人
で
経
営
多
角

化
に
挑
み
、
水
稲
育
苗
後
の
ビ
ニ

ー
 

ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
夏
秋
ト
マ
ト
を

栽
培
す
る
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か

し
た
農
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
」
そ

し
て
「
今
年
三
月
に
有
限
会
社
を
設
立
、
 

自
ら
は
専
務
と
し
て
社
長
の
父
を
支

え
て
い
る
」
旨
の
内
容
を
発
表
し
ま

し
た
。
 受

賞
の
喜
び
を
 「
二
代
、
三

代
と
続
き
安
定
し
て
働
け
る
経

営
を
築
い
て
い
き
た
い
。
自
分

一
人
だ
け
で
は
な
く
家
族
や
地

元
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
受
賞
に
甘

ん
ず
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
初
心
を
忘
れ
ず
、
マ
イ
ペ

ー
 

ス
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

父
長

一
郎
さ
ん
は
今
年
三
月
、
 

水
稲
部
門
で
ゆ
と
り
あ
る
農
業

経
営
が
認
め
ら
れ

「
農業
経
営

研
究
協
会
賞
」
、
 「
県知
事
賞
」
 

に
輝
い
て
い
ま
す
。
 

全
日
本
中
学
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
青
森
県
予
選
で
準
優
勝
し
た
金

木
中
学
校
（
川
越
光
芳
校
長
）
ソ
フ
 
 ト

ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
が
八
月
八
日

市
役
所
を
訪
れ
市
長
に
成
績
を
報
告

し
ま
し
た
。
 

八
月
中
旬
の
全
国
大

会
（
大
阪市
）
へ
向
けて

主
将
の
田
中
小
晴
さ
ん
 

(
3年
）
は日
焼
け
し
た

顔
に
白
い
歯
を
み
せ
、
 

「
精
一杯
、
全
力
で
プ

レ
ー
し
、
 一
つ
で
も
多

く
勝
ち
た
い
」
と
力
強

く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
 

市
長
は
、
「
暑
さ
が

厳
し
い
で
し
ょう
か
ら

体
調
に
気
を
つ
け
、
善

戦
敢
闘
し
て
き
て
く
だ

ンlJ
い
」と
激
励
し
ま
し
た
。
 

監
督
の
尾
崎
徳
哉
教

諭
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を

中
心
と
し
た
守
り
で
勝

ち
進
む
チ

ー
ム
と
説
明
。
 

全
国
大
会
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
同
日
、
七
月
末

の
全
日
本
卓
球
選
手権

大
会
（神
戸
市
）
の
女
子

バ
ン
ビ
の
部
（
小
学2
 

年
生
以
下
）
で3
位
に
 

入
賞
し
た
工
藤
優
さ
ん
（
小2

・
鶴
卓
 

T
c
）
が市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

父
で
あ
り
監
督
で
も
あ
る
工
藤
慶

人
さ
ん
（
鎌
谷
町）
は
、全
国
3
位
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
優
さ
ん
を
「
決

し
て
飛
び
抜
け
た
運
動
能
力
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
リ
ズ
ム

感
の
良
さ
と
集
中
力
の
あ
る
選
手
」と

紹
介
。
優
さ
ん
は
闘
志
を
前
面
に
出

す
タ
イ
プ
で
は
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で

プ
レ
ー
し
、
試
合
中
も
冷
静
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
黙
々
と
こ
な
し
、
新
し

い
技
術
を
習
う
と
き
は
目
を
輝
か
せ

楽
し
ん
で
習
得
す
る
意
欲
が
強
さ
の

秘
密
の
よ
う
で
す
。
五
所
川
原
市
か

ら
卓
球
の
ス
タ
ー
誕
生
が
望
ま
れ
ま
す
。
 

攻
め

の
姿
勢
で

規

模
拡
大
 

種
芸
部
門

「名
挙
】賞
」
に
輝
く
 

ス
ボ
ー
ッ

・
好
成
績

を
報
告
 

金
木
中学
静

獣
替

毅

表
敬
訪
問
 

攻
め
の
姿
勢
で

規

模
拡
大
 

種
芸
部
門

「名
誉
賞
」
に
輝
く
 
 

ス
ボ

ー
ッ

●
好
成
績

を
報

告
 

金
木
中学
誘

駅
管
毅

表
敬

訪
問
 

「
新
しい
農
の
時
代
を
ひ
ら
く
」
を

メ
ー
ン
テ
ー
マ
と
す
る
第
五
十
四
回

全
国
農
業
コ
ン
ク
ー
ル
の
全
国
大
会

が
七
月
二
十
一
日
、
岡
山
市
で
開
催

さ
れ
、
都
道
府
県
か
ら
選
ば
れ
た
代

表
二
十
人
が
創
意
工
夫
に
満
ち
た
事

例
発
表
を
行
い
審
査
の
結
果
、
青
森

県
代
表
と
し
て
発
表
し
た
市
浦
地
区

相
内
の
秋
田
谷
和
智
さ
ん
が
種
芸
部

門
の

「名
誉
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。
 

秋
田
谷
さ
ん
は
、
 「
高校
を
卒
業
後
、
 

進
学
し
た
県
営
農
大
学
校
で
無
人
の

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
操
縦
資
格
を
取
得
し
、
 
 

そ
の
技
術
を
生
か
し
、
農
薬
散
布
の

請
負
を
始
め
、
受
託
し
た
延
べ
面
積
は
、
 

当
初
の
約
三
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら
約

六
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
な
っ
た
こ
と
」
 や
、
 

「
父
、母
の
親
子
三
人
で
経
営
多
角

化
に
挑
み
、
水
稲
育
苗
後
の
ビ
ニ

ー
 

ル
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
夏
秋
ト
マ
ト
を

栽
培
す
る
な
ど
ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か

し
た
農
法
を
取
り
入
れ
た
こ
と
」
そ

し
て

「
今年
三
月
に
有
限
会
社
を
設
立
、
 

自
ら
は
専
務
と
し
て
社
長
の
父
を
支

え
て
い
る
」
旨
の
内
容
を
発
表
し
ま

し
た
。
 受

賞
の
喜
び
を
 「
二
代
、一一
一

代
と
続
き
安
定
し
て
働
け
る
経

営
を
築
い
て
い
き
た
い
。
自
分

一
人
だ
け
で
は
な
く
家
族
や
地

元
の
人
に
支
え
て
も
ら
っ
た
結

果
だ
と
思
い
ま
す
。
受
賞
に
甘

ん
ず
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
初
心
を
忘
れ
ず
、
マ
イ
ペ

ー
 

ス
で
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
 

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

父
長
一
郎
さ
ん
は
今
年
三
月
、
 

水
稲
部
門
で
ゆ
と
り
あ
る
農
業

経
営
が
認
め
ら
れ

「
農業
経
営

研
究
協
会
賞
」
、
 「
県知
事
賞
」
 

に
輝
い
て
い
ま
す
。
 

全
日
本
中
学
男
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
青
森
県
予
選
で
準
優
勝
し
た
金

木
中
学
校
（
川
越
光
芳
校
長
）
ソ
フ
 
 ト

ボ
ー
ル
部
の
皆
さ
ん
が
八
月
八
日
、
 

市
役
所
を
訪
れ
市
長
に
成
績
を
報
告

し
ま
し
た
。
 

八
月
中
旬
の
全
国
大

会
（
大
阪市
）
へ
向
けて

主
将
の
田
中
小
晴
さ
ん
 

(
3年
）
は日
焼
け
し
た

顔
に
白
い
歯
を
み
せ
、
 

「
精
一杯
、
全
力
で
プ

レ
ー
し
、
 一
つ
でも
多

く
勝
ち
た
い
」
と
力
強

く
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。
 

市
長
は
、
「暑
さ
が

厳
し
い
で
し
ょう
か
ら

体
調
に
気
を
つ
け
、
善
 

戦
敢
闘
し
て
き
て
く
だ

さ
い
」
と
激励
し
ま
し
た
。
 

監
督
の
尾
崎
徳
哉
教
 

諭
は
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
を

中
心
と
し
た
守
り
で
勝

ち
進
む
チ
ー
ム
と
説
明
。
 

全
国
大
会
で
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
同
日
、
七
月
末

の
全
日
本
卓
球
選
手
権

大
会
（
神
戸
市
）
の
女
子

バ
ン
ビ
の
部
（
小学
2
 

年
生
以
下
）
で
3
位
に
 

メ
極
 

入
賞
し
た
工
藤
優
さ
ん
（小
2
・
鶴
卓
 

T
c
）
が市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

父
で
あ
り
監
督
で
も
あ
る
工
藤
慶

人
さ
ん
（
鎌
谷
町）
は
、全
国
3
位
と

い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
優
さ
ん
を

「
決

し
て
飛
び
抜
け
た
運
動
能
力
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
リ
ズ
ム

感
の
良
さ
と
集
中
力
の
あ
る
選
手
」
と

紹
介
。
優
さ
ん
は
闘
志
を
前
面
に
出

す
タ
イ
プ
で
は
な
く
マ
イ
ペ
ー
ス
で

プ
レ
ー
し
、
試
合
中
も
冷
静
で
あ
る

と
い
う
。
ま
た
、
決
め
ら
れ
た
練
習

メ
ニ
ュ
ー
を
黙
々
と
こ
な
し
、
新
し

い
技
術
を
習
う
と
き
は
目
を
輝
か
せ

楽
し
ん
で
習
得
す
る
意
欲
が
強
さ
の

秘
密
の
よ
う
で
す
。
五
所
川
原
市
か

ら
卓
球
の
ス
タ
ー
誕
生
が
望
ま
れ
ま
す
。
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の
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せ
が
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思
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な
世
界
を
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⑥
老
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〇
太
子
食
品
工
業
株
式
会
社
（
工
藤
 

日
 

七
月
二
十
七
日
か
ら
二
十
九
日
ま

で
e
三
日
間
、
川
倉
養
の
河
原
地
蔵

尊
例
大
祭
が
行
わ
れ
、
県
内
外
か
ら

の
大
勢
の
参
拝
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
 

訪
れ
た
人
は
、
約
二
千
体
の
地
蔵

様
が
安
置
し
て
い
る
本
堂
で
お
参
り

し
、
境
内
の
地
蔵
尊
を
巡
り
な
が
ら
、
 

亡
き
御
霊
を
供
養
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
哀
調
を
帯
び
た
独
特
の
口

調
で
イ
タ
コ
の
口
寄
せ
が
行
わ
れ
、
 

子
ど
も
を
無
く
し
た
母
親
、
夫
に
先

立
た
れ
た
妻
、
親
兄
弟
に
死
に
別
れ

た
人
た
ち
が
、
 一
心
不
乱
に
イ
タ
コ
 

善
意
の

花
か
ご
 

、
ど
ー
つ
も
あ
つ
か
と
う
ご

さ
い
き
し
た
、
曹
一

つ
吐
へニ
一！
田
吐窃
羊
我
へ
ニ
、
 

〇
相
川
美
智
子
さ
ん
（
十
三
深
津
一
一

七
四
ー
三）
H
三
万
円
（
香
典の
一
部）
。
 

〇
カ
ラ
オ
ケ
みち
の
く
（
白
戸
操
代
表
）
 

H
三
万
五
千
五
百
円
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年
チ
ャ
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テ
ィ
ー
収
益
金
）
。
 

⑥
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所
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原
市
・
市
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光
協
会
・
商

工
会
議
所
へ
 

〇
N
T
T
グ
ル
ー
プ
／
N
T
T東
日
本

青
森
支
店
（稲
生
英
男
青
森
支店
長
）
、
 

同
弘
前
支
店
、
N
T
T
東
日
本
圭
月

森
五
所
川
原
ー
T
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
 

H
寄
贈
（
立
候
武
多
絵
入
り
う
ち

わ
三
千
枚
）
市
・
市
観
光
協
会

・

商
工
会
議
所
へ
各
千
枚
ず
つ
。
 

茂
雄
社
長
）
H
寄
贈
（納
豆
五
十
人
分
）
。
 

〇
青
森
県
納
豆
協
同
組
合
組
合
員
岩

木
納
呆
舗
（
竹
浪
了
代
表
取
締
役
）
 

H
寄
贈
（
納
一
ロ
」
五十
人
分
）
。
 

〇
五
所
川
原
理
容
女
性
部
（
新
谷と
き

部
長
）
」
寄
贈
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巾
百
枚
）
。
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カ
ラ
オ
ケ
みち
の
く
（
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操
代
表
）
 

H
寄
贈
（
チ
ャリ
テ
ィ

ー
カ
ーフ
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シ
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券
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。
 

⑥
五
所
川
原
市
へ
 

〇
西
北
五
街
商
組
合

（
渋谷
国
清
組

合
長
）
H
十
万
円
。
 

〇
有
限
会
社
ア
ー
ト
印
刷
（
工
藤
忠
比

古
代
表
取
締
役
）
H
寄
贈
（
立候
武

多
写
真
パ
ネ
ル
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

百
五
十
枚
）
。
 

の
霊
媒
す
る
死
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
 

時
折
涙
を
流
す
姿
も
見
う
け
ら
れ
ま

し
た
。
 

口
寄
せ
の
祈
り
は
、
遠
く
先
祖
の

霊
が
や
ど
り
、
立
ち
込
め
る
線
香
の

煙
が
ど
こ
か
も
の
悲
し
い
不
思
議
な

世
界
で
し
た
。
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小・中学校で英語を指導するA LT4人（五所川原地区2人、金木地区1人、 

市浦地区1人）のうち3人が、このほど任期を終えて当市を去り、新たに3人の

先生が着任しました。これまで活躍された先生方からのメッセージとともに、新
任の先生方を紹介します。 

て搭0いMY
oい 	 h 

ALT（外国語指導助手》 

LiたoI、e 

H メキシコ テイフアナ 

サウル・アレオラp.ガルシ 

(3年 4カ月）ゲームなど

楽しく学んだ授業、家族の

ように親しく接してくれたr' 
皆さん、津軽弁など、楽し

い思い出をいっばいありが

とう。生徒のみんなノ＼…失

敗を恐れず覚えた英語を話

し実践し、国際人に必要な

コミユニケーションの道具「英

語」を身につけよう。 

イギリス ロンドン 

マや’アドリアン’グリーヴス 
5年前に来日して 1年ほど、 

妻の実家、五所川原市で生

活したことがあります。こ

の 4年、保育園や幼稚園で

英語を教えてきましたが小・

中学校は初めてです。不安

もありますが、楽しく英語

が学べるレッスンをしたい ‘ 

ですね。皆さんどうぞよろ

しくお願いします！! 

イギリス ロンドン

エリザベス・ジェ” 

(2年）来日してから覚え

た日本語や柔道など、新し

いことをたくさん経験でき

ました。学校での英語指導は、 

「仕事」というより「楽しみ」 

そのもの。生徒たちの笑顔

から元気をもらい、たくさ

んの思い出と感謝の気持ち

を胸に、私は口ンドンノ＼帰

ります。ありがとう。 

アメリカ オハイオ州 

	 口ドリック・ウィg 

(3年間） 「楽しかった」 

の―言に尽きます。中学校

の文化祭で輪になり盆踊り

をしたこと、生徒のみんな

から日本語や文化、力タ力

ナ英語など教えてもらった

こと…思い出がいっばいです。 

いつどこにいても、親切に

してくれた市浦の皆さんの

ことを決して忘れません。  

力リフォルニア州 

レネー・リード 
町 

札幌市にある大学へ 4カ月

間留学したことがあり、日

本に来るのは 2回目。英語

の指導は初めてなのでドキ

ドキ。新学期がはじまるの

が楽しみです。和食、りんご、 

，温泉、バレーボール、アク 

I セサリー作りなどが好きな私、 

I 皆さん見かけたら気軽に声 J 
1をかlナてくださいね 

メリカテネンー州畦 
リック・クラークー 

弘前大学に2年間留学した

経験があり、 2度目の来日

になります。英語指導では、 

生徒たちに英語だけではな

く自分（アメリ力）の文化

も伝えていきたい。スポー 

ツはサツ力一が好き。和食

は〇 Kだけど、おでんの中

の玉子は苦手（笑）。好きな

日本語は「がんばる」。 
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小・中学校で英語を指導するALT4人（五所川原地区2人、金木地区 1 人、 

市浦地区 1人）のうち3人が、このほど任期を終えて当市を去り、新たに3人の

先生が着任しました。これまで活躍された先生方からのメッセージとともに、新

任の先生方を紹介します。 
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とう。生徒のみんなノ＼・・・失

敗を恐れず覚えた英語を話

し実践し、国際人に必要な

コミユニケーションの道具「英

語」を身につけよう。  

イギリス ロンドン

ドリアン・グリーヴス 

5年前に来日して 1 年ほど、 

妻の実家、五所川原市で生

活したことがあります。こ

の 4年、保育園や幼稚園で

英語を教えてきましたが小・

中学校は初めてです。不安

もありますが、楽しく英語

が学べるレッスンをしたい ‘ 

ですね。皆さんどうぞよろ

しくお願いします！! 

イギリス ロンドン

エリザベス・ジェニヲ 

(2年）来日してから覚え

た日本語や柔道など、新し

いことをたくさん経験でき

ました。学校での英語指導は 

「仕事」というより「楽しみ」 

そのもの。生徒たちの笑顔

から元気をもらい、たくさ

んの思い出と感謝の気持ち

を胸に、私はロンドンへ、帰

ります。ありがとう。 

昨ァメリカオI、イオ州 
~口ドリック・ウィ 

(3年間） 「楽しかった」 

の―言に尽きます。中学校

の文化祭で輪になり盆踊り

をしたこと、生徒のみんな

から日本語や文化、力タ力

ナ英語など教えてもらった

こと…思い出がいっぱいです。 

いつどこにいても、親切に

してくれた市浦の皆さんの

ことを決して忘れません。  

リ力 力リフォルニア州 

lソ・レネー・リード 

札幌市にある大学へ 4カ月

間留学したことがあり、日

本に来るのは 2回目。英語

の指導は初めてなのでドキ

ドキ。新学期がはじまるの

が楽しみです。和食、りんご、 

温泉、バレーボール、アク 

ーセサリー作りなどが好きな私、 

I 皆さん見かけたら気軽に声

くをかIナてくださいね 

メリカテネンー州昨
リツ7 ’フフー2~ 

弘前大学に 2年間留学した

経験があり、 2度目の来日

になります。英語指導では、 

生徒たちに英語だけではな

く自分（アメリ力）の文化

も伝えていきたい。スポー 

ツはサッ力一が好き。和食

は〇 K だけど、おでんの中

の玉子は苦手（笑）。好きな

日本語は「がんばる」。 

J 
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一
こ
れ
か
ら
の
食
と
農
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
・
2
1
2
・
2
1
3
 

道
路
築

造
工
事

の
お

知
ら

せ
 

区
画
整
理
課
 
内
線
3
4
5
 

● I
下
 

旬
 

乏

F
お
知
ら
せ
 

不
正
な
勧
誘
に
ご
注
意
貝

農
政
課
 内
線
3
5
4
 

今
年
に
入
り
、
県
内
で
農
業
生
産
法

人
の
設
立
と
国
庫
補
助
事
業
の
不
正
な

勧
誘
を
行
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
 

東
京
で
農
業
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
を
経
営
し
て
い
る
と
自
称
す
る

者
が
、
 「
株
式会
社
形
態
で
資
本
金
2
 

千
万
円
の
農
業
生
産
法
人
を
設
立
す
れ

ば
、
県
や
市
を
経
由
し
な
い
で
3
0億
円

規
模
の
国
庫
補
助
市
霊
未
が
実
施
で
き
る
」
 

と
言
い
不
正
に
勧
誘
す
る
も
の
で
す
。
 

不
審
な
勧
誘
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
 

類
似
の
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、
農
政

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

個
人
事
業
税
の
課
税
制
度
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課
税
課
 

容
（3
4)2
1
1
1
 内
線
2
o
7
 

8
月
3
1日
は
個
人
事
業
税
の
第
一
期

の
納
期
限
で
す
。
 

個
人
事
業
税
は
個
人
が
行
う
事
業
の

う
ち
、
法
令
で
定
め
る
一
定
の
事
業
に

対
し
て
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。
 

納
税
は
、
県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
8
月
と
1
1月
の
2
回
に
分
け
て
納
め

ま
す
。
詳
細
は
課
税
課
ま
で
。
 
 

農
業
者
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
の
方

も
交
え

「
地産
地
消
と
経
営
戦
略
」
 
「
食

の
安
全
・
安心
」
等
の
問
題
を
考
え
る
 

「
食と
農
の
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
8
月
2
4日困
 
1
3時
3
0分

5
1
5時

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

◇
演
題
…
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
に

よ
る
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
 

【
 
講
師

…
あ
お
も
 

，

・
 
ー
 

り
農
業
未
来
塾
 

《

・r
 

、‘
 
ァ
ド

バ
イ
ザ

ー
 

，
 

須
郷
良
子
氏
 

訪
問
介
護
員
養
成

研
修
 

2
級
課
程
講
習
会
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

容
o
l
7
(7
3
5
)41
5
2
 

●

9
月
2
7日
ー
1
1月
2
5日
の
平
日
 

全
2
4回
程
度
1
3
0時
間
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
他
 

◇
対
象
 
母
子
家庭
の
母
と
2
0歳
未
満
 

の
子
、
及
び
6
0歳
以
下
の
寡
婦
で全
 

日
程
出
席
で
き
る
方
 

◇
定
員
 
3
0名
（
受
講
無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
日
岡
。
申
込
用
 

紙
は
当
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
家
庭
福
 

祉
課
児
童
家
庭
係
、
金
木
総
合
支
所
、
 

市
浦
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。
 

国
民
年
金
制
度
の
任
意
加
入
対
象
者

で
任
意
加
入
し
て
い
な
か
った
た
め
、
 

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
次
の
方
を
対
象
と
し
た
、
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

①
対
象
と
な
る
方
 

・

平
成
3
年
3
月
3
1日
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
者
だ
っ
た
学
生
 

・

昭
和
6
1年
3
月
3
1日
以
前
の
国
民
年
 

金
任
意
加
入
対
象
者
だ
っ
た
厚
生
年

金

・
共
済組
合
等
の
被
保
険
者
等
の

配
偶
者
 

こ
れ
ら
の
方
で
、当
時
、
任
意
加
入
 

し
て
い
な
か
った
期
間
内
に
障
害
の
原

因
と
な
っ
た
傷
病
の
初
診
日
が
あ
り
、
 

現
在
、
障
害
基
礎
年
金
の
1
級
、
2
級

相
当
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
方
が
対
象

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
害
基
礎
年
金

や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
でき
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

②
給
付
額
 
1
級

：
月
額
5
万
円
 

2
級
：
月
額
4
万
円
 

※
障
害
の
程
度
が
国
民
年
金
法
の
障
害

等
級
に
該
当
し
た
場
合
、
請
求
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、
請
求
手
続
き
は
お
早
め
に

ー
 

事
業

計
画

書
（
案
）
等
縦
覧
の
ご

案
内
 

区
画
整
理
課
 
内
線
3
4
1
5
3
4
5
 

都
市
計
画
課
 
内
線
3
2
3
 

五
所
川
原
都
市
計
画
事
業
大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

を
定
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
計
画
書
（
案）
等
を
縦
覧
に供
し
ま
す
。
 

縦
覧
期
間
・
時
間
…8
月
2
3日因

5
9
月
5
日
囲
 
8
時
3
0分
ー
1
7時
1
5分
 

縦
覧
場
所
・
五
所
川
原
市
役
所
 
3
階
 
区
画
整
理
課
内
 

縦
覧
図
書
！
・五
所
川
原
都
市
計
画
事
業
大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
事
業
計
画
書
（
案）
、事
業
区
域
内
に
お
け
る
五
所
川
原
都
市
計
画
道
路
 

(
3・4

・1
号
大
町
寺
町
線
）
の
変
更
（
案）
に関
す
る
総
括
図
・
計画
図
・
計画
書
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
字
鳥
森
地
内
及
び
大
字
姥
落
字
桜
木
 

地
内
で
道
路
築
造
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
工
事
が
完
成
す
る
ま
で
 

の
間
、
周
辺
付
近
の
住
民
の
方
や
交
通
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
は
ご迷
惑
を
お
 

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
しま
す
。
 

⑥
工
事
名
…
南
部
地
区
区画
道
路
尋
万
線
他
築
造
工
事
（
字
鳥
森
地
内
）
 

工
期
（
予
定
）
…
8
月
下
旬
か
ら
平
成
1
8年
1
月
1
0日ま
で
 

⑥
工
事
名
…
南
部
地
区
区
画
道
路
8
5号
線
築
造
工
事
（
大
字姥
落
字
桜
木
地
内
）
 

工
期
（
予
定
）
…
8
月
下
旬
か
ら
1
0月
3
1日ま
で
 

＊
利
用
さ
れ
る
方
は
、
工
事
用
案
内
看
板
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

不
正
な
勧
誘
に
ご
注
意
貝
 

農
政
課
 
内
線
3
5
4
 

● ョ
下
 

旬
 

乏

F
お
知
ら
せ
 

今
年
に
入
り
、
県
内
で
農
業
生
産
法

人
の
設
立
と
国
庫
補
助
事
業
の
不
正
な

勧
誘
を
行
う
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
0
 

東
京
で
農
業
関
係
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
社
を
経
営
し
て
い
る
と
自称
す
る

者
が
、
 「
株
式会
社
形
態
で
資
本
金
2
 

千
万
円
の
農
業
生
産
法
人
を
設
立
す
れ

ば
、
県
や
市
を
経
由
し
な
い
で
3
0億
円

規
模
の
国庫
補
助
市
雲未
が
実施
で
き
る
」
 

と
言
い
不
正
に
勧
誘
す
る
も
の
で
す
。
 

不
審
な
勧
誘
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、
 

類
似
の
勧
誘
を
受
け
た
場
合
は
、
農
政

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

こ
れ
か
ら
の
食
と
農
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

農
業
委
員
会
 
内
線
4
4
4
 

農
業
者
だ
け
で
な
く
、
消
費
者
の
方

も
交
え

「
地
産
地消
と
経
営
戦
略
」
 「
食

の
安
全
・
安心
」
等
の
問
題
を
考
え
る
 

「
食と
農
の
講
演
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
8
月
2
4日
困
 
1
3時
3
0分

5
1
5時

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル

◇
演
題

…
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
に

よ
る
地
場
産
品
の
販
路
拡
大
 

訪
問
介
護
員
養
成

研
修
 

2
級
課
程
講

習
会
 

講
師

…
あ
お
も

り
農
業
未
来塾

ア
ド
バ
イ
ザ

ー
 

須
郷
良
子
氏
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個
人
事
業
税
の
課
税
制
度
 

五
所
川
原
県
税
事
務
所
課
税
課
 

合
（3
4)2
1
1
1
 内
線
2
o
フ
 

8
月
3
1日
は
個
人
事
業
税
の
第
一
期

の
納
期
限
で
す
。
 

個
人
事
業
税
は
個
人
が
行
う
事
業
の

う
ち
、
法
令
で
定
め
る
一
定
の
事
業
に

対
し
て
課
税
さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。
 

納
税
は
、
県
税
事
務
所
か
ら
送
付
さ

れ
る
納
税
通
知
書
に
よ
り
、
原
則
と
し

て
8
月
と
1
1月
の
2
回
に
分
け
て
納
め

ま
す
。
詳
細
は
課
税
課
ま
で
。
 
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

公
o
l
7
(7
3
5
)4
1
5
2
 

●

9
月
2
7日
ー
1
1月
2
5日
の
平
日
 

全
2
4回
程
度
1
3
0
時
間
 

県
立
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
他
 

◇
対
象
 
母
子
家
庭
の
母
と
2
0歳
未
満
 

の
子
、
及
び
6
0歳
以
下
の
寡
婦
で
全
 

日
程
出
席
で
き
る
方
 

◇
定
員
 
3
0名
（
受
講
無
料
）
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
日
岡
。
申
込
用
 

紙
は
当
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
家
庭
福
 

祉
課
児
童
家
庭
係
、
金
木
総
合
支
所
、
 

市
浦
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す
。
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
 

国
保
年
金
課
 

内
線
2
1
1
・
2
1
2
・
2
1
3
 

国
民
年
金
制
度
の
任
意
加
入
対
象
者

で
任
意
加
入し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
 

障
害
基
礎
年
金
等
を
受
給
す
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
次
の
方
を
対
象
と
し
た
、
 

特
別
障
害
給
付
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

①
対
象
と
な
る
方
 

・

平
成
3
年
3
月
3
1日
以
前
の
国
民
年

金
任
意
加
入
対
象
者
だ
っ
た
学
生
 

と
な
り
ま
す
。
な
お
、
障
害
基
礎
年
金

や
障
害
厚
生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な

ど
を
受
給
す
る
こ
と
が
でき
る
方
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
 

②
給
付
額
 
1
級

：
月
額
5
万
円
 

2
級
：
月
額
4
万
円
 

※
障
害
の
程
度
が
国
民
年
金
法
の
障
害

等
級
に
該
当
し
た
場
合
、
請
求
月
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の

で
、
請
求
手
続
き
は
お
早
め
に

ー
 

事
業

計

画
書
（
案
）
等

縦
覧
の
ご

案

内
 

区
画
整
理
課
 
内
線
3
4
1
5
3
4
5
 
 

都
市
計
画
課
 
内
線
3
2
3
 

五
所
川
原
都
市
計
画
事
業
大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
事
業
計
画

を
定
め
る
た
め
、
次
の
と
お
り
計
画
書
（
案）
等
を縦
覧
に
供
し
ま
す
。
 

縦
覧
期
間
・
時
間
…
8
月
2
3日
因

5
9
月
5
日
囲
 
8
時
3
0分

5
1
7時
1
5分
 

縦
覧
場
所
…
五
所
川
原
市
役
所
 
3
階
 
区
画
整
理
課
内
 

縦
覧
図
書
 
五
所
川
原
都
市
計
画
事
業
大
町
二
丁
目
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に

関
す
る
事
業
計
画
書
（
案）
、事
業
区
域
内
に
お
け
る
五
所
川
原
都
市
計
画
道
路
 

(3
・4
・1
号
大
町
寺
町
線
）
の
変
更
（
案）
に関
す
る
総
括
図
・
計画
図
・
計画
書
 

道
路
築

造
工
事

の
お

知
ら

せ
 

区
画
整
理
課
 
内
線
3
4
5
 

・

昭
和
6
1年
3
月
3
1日
以
前
の
国
民
年
 

南
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
に
伴
い
、
字
鳥
森
地
内
及
び
大
字
姥
落
字
桜
木

金
任
意
加
入
対
象
者
だ
っ
た
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8 月31日（水）は 

市県民税 	第2期と
矛国民健康保険税 第2期の
納期限です。 
忘れずに納めましよう 

収納課 	内線431 --439 
金木総合支所税務係 B53-2111 内線134・ 135 
市浦総合支所税務係 容62-2111 内線13・ 14 
※市浦総合支所から発行されている国民健康保険税の

第 2期は含みません。 

介護保険料 
五所川原地区 第2期 
金木地区 第2期 

の納期限です。 
忘れずに納めましよう。 

介護福祉課 	内線273 
金木総合支所福祉係 

合 53-2111 内線133 

火災・致急出動概況 
五所ii原市 7月の火災、救急救助出動件数（単位件） 

火 	災 救 	急 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成1降 2 27 152 1,129 4 34 
平成l昨 5 29 189 1,157 6 21 
比 	較 A3 A2 A 37 A 28 A2 13 
平由降鵬需“あなたです 火のあるくらしの見張り倒” 

問合せノ五所井原地区消防事務組合消防本部 合35-2O]9 （内線 25) 
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平成17年度 勤労青少年ホーム 

くらしと趣味の教室（後期） 
・。～ー一受講生募集！! 

◇対象 市内に住所のある方、または勤務する方 
ならどなたでも参加できます。 

◇時間 18時30分～20時30分 
毎週1回 計10回実施 

※受講無料（ただし、内容により 
材料費のかかる場合あり）。 
各講座定員15人。 

◇申込締切 8月30日因 合34-3602 

講 座（教室） 期 	間 講 	師 

陶芸 9/ 6~ 11/ 8() 秋元 雅博 

はがき絵 9/ 6-'11/ 8(y) 角田早津子 

茶道 9/ 7'-- 	11/ 9(71) 一戸 次江 

編物 9/ 7-11/ 9(4) 島村恵美子 

筆ペン字 9/ 8--11/17(l) 角田早津子 

いけばな 9/ 8-11/17(*) 斎藤 啓子 

着付け（組ひも） 9/ 9'-11/18( 鶴谷公美子 

自分らしさ！、あ芯たらしさ1i 向Iりで No.1 

男女共同参画室 内線462・463 

男と女では生理的な違いがあり、全てを同じに・・・と
考えることはありません。それぞれが（男女の別なく） 
伸び伸びと個性や能力を発揮でき、成果が平等に評価
される環境が大切なのです。 
今回からシリーズで身近な、ある場面を紹介します。 

登場人物間の会話から、あなたは何を感じますか？ 

／一【Scene I 職場】 	 × 

営業第一課は新製品発表イベントを明日に控え、 
最終確認中 

田中課長（男）】明日は、誰が新製品の説明をするんだい？ 
佐藤係長（男）】木村さん（女）にお願いしています。 

田中課長（男）】大事な取引先に説明するんだよ。失敗は許 

されないんだ。ほかに誰かいないのか。 

佐藤係長（男）】新製品の担当が木村さんですから、彼女が 

製品にー番詳しいんです。 

田中課長（男）】うーんそうか、木村さんで大丈夫…か。 
× 

“重要な場”は男性に任せたほうが無難？ 

“積んだ経験や努力”に、男女差はあるの？ 

11 平成 17年 8月 15日 五所川原市役所 合35- 2111 

津
軽
鉄
道
 
容
（
3
4)
2
1
4
8
 

「
津
鉄
・
7
5周
年
だ

よ
貝

全
員

集
合
」
開

催
 

嗣
屍
ザ
 ロ 

ン
 

1
2歳
の
少
女
・
敏
子
が
東
京
大
空
襲

の
経
験
を
通
し
て
戦
争
の
本
当
の
悲
惨

さ
や
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
平
和
（
の
願

い
を
渇
望
す
る
感
動
の
作
品
で
す
。
 

●

8
月
2
3日
因
 
①
1
0時
3
0分
 

②
1
3時
 
③
1
5時
 
④
1
8時
3
0分
 

エ
ル
ム
の
街
s
c
 
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
 

長
編
ア
ー
ーメ
ー
シ
ョ
ン
映
画
 

「
ガ
ラ
K
e
う
さ
ぎ
」
上
映
 

上
映
実
行
委
員
会
 
雪
（3
5)8
3
2
3
 

今
年
1
1月
1
3日
に
全
線
開
業
7
5周
年

を
迎
え
る
こ
と
を
記
念
し
、8
月
2
7日

・
 

2
8日
e
N
日
間
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
ま
す
。
除
雪
車
や
機
関
車
へ
の
体

験
乗
中
を
始
め
、
夜
汽
車
の
運
行
な
ど

鉄
道
フ
ァ
ン
に
は
応
え
ら
れ
な
い
内
容

で
す
。
ま
た
、
記
念
乗
車
券
・
オ
リ
ジ

ナ
ル
ど
ら
焼
き
の
販
売
な
ど
、
ど
な
た

で
も
楽
し
め
ま
す
。
 

〈
主
な
内
容
〉8
月
2
7日
…
機
関
車
体

験
乗
車
及
び
撮
影
会
・
夜
汽
車
運
行
ほ

か
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
津
軽

の
鉄
道
」上
映
会
（
オ
ルテ
ン
シ
ア
）
1
3
 

時
3
0分
・
無料
 
2
8日
…
ラ
ッ
セ
ル
車

の
公
開

・
体
験
搭
乗
ほ
か
 
両
日
…
鉄

道
模
型
シ
ョ
ー
（
中
央
公
民
館
）
 

西
北
五
発
明
く
ふ
～つ

作
品
募
集
 

ぐ

る
み
園
ク
踊
っ
て
交
流
会
 

養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
 

容
（
糾）2
7
2
1
 

祭
り
ち
ょ
う
ち
ん
の
下
で
、
大
き
な

輪
に
な
っ
て
踊
っ
た
り
お
そ
ば
の
屋
台

な
ど
を
巡
っ
た
り
し
な
が
ら
市
民
の
皆

様
と
入
居
者
が
一
緒
に
楽
し
む
会
で
す
。
 

く
る
み
園
入
居
者
は
、
皆
さ
ん
と
過
ご

す
時
間
や
愉
快
な
仮
装
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
、
 

お
出
で
く
だ
さ
い
。
 

●

8
月
2
5日
困
 
1
7時

5
 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

×
 

”
舟
」紀
発
明
研
究
会
・
五
所
川
原
 

少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
 
事
務
局
 

（中
央
公
民
館
内
）
容
（3
5)6
o
5
6
 

ア
イ
デ
ィ
ア
に
富
ん
だ
自
作
の
発
明

品
と
絵
や
文
章
で
綴
る
未
来
の
世
界
の

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
 

◇
作
品
展
示
 
9
月
1
0日
田
ー
1
1日
回

立
侵
武
多
の
館
1
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◇
申
込
方
法
 
所
定
の
申
込
用
紙
に
記

入
し
9
月
1
日
困
ま
で
に
事
務
局
へ
。
 

◇
料
金
 
（
前
売
券
）
大
人
9
9
9
円

小
・
中
・
高
生
8
0
0
円
 

※
チ
ケ
ッ
ト
は
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
、
各
生

協
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
 

火災・我急出動概況 
五所I順市 7月の火災、救急、救助出動件数（単位件） 

火 	災 救 	急 救 	助 
区 分 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成1降 2 27 152 1,129 4 34 
平成16年 5 29 189 1,157 6 21 
比 	較 A3 A2 A 37 A 28 A2 13 
亜引降鵬ー“協なたです火のあるくらしの見勤r 

問合せ1五所II源地区消防事務組合消防本部 B35-2O1B（内線 25) 

市県民税 	第2期と
辛国民健康保険税 第2期の
納期限です。 
忘れずに納めましよう 

収納課 	内線431~ 439 
金木総合支所税務係 B53-21H 内線134・ 135 
市浦総合支所税務係 容62-2111 内線13・ 14 
※市浦総合支所から発行されている国民健康保険税の

第 2期は含みません。 

8 月31日（水）は 

介護保険料 
五所川原地区 第2期 
金木地区 第2期 

の納期限です。 
忘れずに納めましよう。 

介護福祉課 	内線273 
金木総合支所福祉係 

公 53-21 1l 内線133 

I- 

平成17年度 勤労青少年ホーム 

くらしと趣味の教室（後期） 
受講生募集！! 

◇対象 市内に住所のある方、または勤務する方 
ならどなたでも参加できます。 

◇時間 18時30分～20時30分 
毎週1回 計10回実施 

※受講無料（ただし、内容により 
材料費のかかる場合あり）。 
各講座定員15人。 

◇申込締切 8月30日因 容34-3602 

講 座（教室） 期 	間 講 	師 

陶芸 り」
 
・

1
 
1
 

又
）
 

因
 

秋元 雅博 

はがき絵 9/6-11/8(k) 角田早津子 

茶道 9/ 7-11/ 9(71c) 一戸 次江 

編物 9/ 7--11/ 9(71) 島村恵美子 

筆ペン字 9/ 8-11/17(7tc) 角田早津子 

いけばな 9/ 8~ 11/17(t) 斎藤 啓子 

着付け（組ひも） 9/ 9-- 11/18圏 鶴谷公美子 

自分らし審、あ着たらしさへ向Iりて No.1 

男女共同参画室 内線462・463 

男と女では生理的な違いがあり、全てを同じに・・・と
考えることはありません。それぞれが（男女の別なく） 
伸び伸びと個性や能力を発揮でき、成果が平等に評価
される環境が大切なのです。 
今回からシリーズで身近な、ある場面を紹介します。 

登場人物間の会話から、あなたは何を感じますか？ 

／ー【Scene I 職場】 	 × 

営業第一課は新製品発表イベントを明日に控え、 
最終確認中 

田中課長（男）】明日は、誰が新製品の説明をするんだい？ 

佐藤係長（男）】木村さん（女）にお願いしています。 
田中課長（男）】大事な取引先に説明するんだよ。失敗は許 

されないんだ。ほかに誰かいないのか。 
佐藤係長（男）】新製品の担当が木村さんですから、彼女が 

製品に一番詳しいんです。 

田中課長（男）】うーんそうか、木村さんで大丈夫…か。 

“重要な場”は男性に任せたほうが無難？ 

“積んだ経験や努力”に、男女差はあるの？ 

× 	ノ 
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◇対象・・・生後3-90カ月未満の乳幼児 

◇会場・・・保健センター五所川原 ◇受付・・・12時30分～12時45分 
※母子手帳と予診票（白色）を記入して持参ください。 
注）発熱など体調の悪いお子さん、他の予防接種を受けているお子さんは接 

種間隔についてかかりつけのお医者さんに相談し、おいでください。 
お子さんの健康状態をよく知っている方がお連れください。 
駐車場がせまいので、市役所駐車場も利用ください。 

対 象 地 区 接 種 日 

みどり町・飯詰・梅沢 9月 5 日囲 

松島・長橋・毘沙門・中川 9月 8日困 

南小学区・三好・七和 9月 13日因 

五小学区・松島町 9月 26日囲 

栄 9月 28日困 

能力開発セ三プー「天気予報と天気図」 
青森職業能力開発短期大学校 B37-32O1 

気象予報の現状を学び、天気図など気象データの

見方とインターネットを利用した気象情報の活用法

を習得します。 

●4日間 9月7・14・21・28日困 

18時～21時（28日のみ20時まで） 

五所川原地域職業訓練センター 受講料4,000円 

◇対象 気象情報を必要とする職務に従事されてい 

る方、気象に興味のある方 

◇申込方法 8月26日岡までに電話で五所川原地域 

職業訓練センターへ 容38-5 115 

青森県商工会連合会西部広域指導センター 

容42-i 565 
既に事業を営んでいる中小企業の経営者、後継者、 

経営幹部の方を対象とした講座です。実現可能な第

二創業アクションプランをたてて現状からの脱皮を

図り、事業の更なる発展を目指します。 

●5日間 9月6・13・20・27日・10月4日因 

9時30分～16時30分 つがる市商工会館 

定員 30人 受講料 3.000円（全5日分） 

健康艦進細、らのお知らゼ“' 

  

 

内線223・224・225 

  

cンう歯周疾患検診～ 
年に一度は、歯周疾患検診で自分の歯とお口の健 

康をチェックし、歯周疾患を予防しましょう。 

‘ ◇対象 40歳以上（S41年 3月31日生れ）-70歳（Sil年 

3月31日生れ）の市民先着330名。 

◇実施期間 9月1日困～平成18年3月31日岡 

◇申込方法 実施歯科医療機関窓口に申し込み、受 

診してください（保険証を持参ください）。 

◇料金（治療が必要な場合は別途自己負担が必要） 

国民健康保険被保険者・生活保護世帯・・・無料 

その他の保険被保険者・・・500円 

◇内容 問診、口腔内診査 

◇実施歯科医療機関 市内の指定歯科医療機関（詳 

細は健康推進係までお問い合せください） 

ソう年1回は 結核健診を受けましよう 6奄、D 
◇対象 65歳以上の市民（注】今年から対象年齢が 

変わりました）。ただし、市民総合健診で肺がん検 

診をすでに受診した方、受診予定の方を除く。 

◇実施方法 胸部レントゲン撮影 〈無料〉 

希望される方は、直接実施会場へお越しください。 

健診日 実 施 場 所 実施時間 

9月9日

圏 

コミュニテイセンター長橋前 9:30- 	9:45 
野里集会所前 9:50 ---10: 00 
福山コミュニテイ消防センター前 10:05- 10:15 
コミュニテイセンター栄前 10:30 --- 10:50 
姥落集会所前 fl: 00-11 :10 
老人福祉センター前 11 :25--12:00 
地域福祉センター前 13 】加～ 14 】加 

く3ノう）小児マヒ（ポリオ）予防接種 五所川原地区（おい 

五所川原市役所 合35- 2111 平成 17年 8月 15日 12 
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能力開発セミプー「天気予報と天気図」 
青森職業能力開発短期大学校 容37-32O1 

気象予報の現状を学び、大気図など気象データの

見方とインターネットを利用した気象情報の活用法

を習得します。 

●4日間 9月7' 14・21・28日困 

18時～21時（28日のみ20時まで） 

五所川原地域職業訓練センター 受講料4,000円 

◇対象 気象情報を必要とする職務に従事されてい 

る方、気象に興味のある方 

◇申込方法 8月26日岡までに電話で五所川原地域 

職業訓練センターへ 容38-51 15 

"”第二創業塾 開催“" 

経営革新で新た谷ー撫を踏み出そう 
青森県商工会連合会西部広域指導センター 

合 42-1 565 
既に事業を営んでいる中小企業の経営者、後継者、 

経営幹部の方を対象とした講座です。実現可能な第

二創業アクションプランをたてて現状からの脱皮を

図り、事業の更なる発展を目指します。 

●5日間 9月6・13・20・27日・10月4日因 

9時30分～16時30分 つがる市商工会館 

定員 30人 受講料 3,000円（全5日分） 
ー  

健康艦進認からの方知らせ 
ぐニノう歯周疾患検診へD 

年に一度は、歯周疾患検診で自分の歯とお口の健 

康をチェックし、歯周疾患を予防しましょう。 

‘ ◇対象 40歳以上（S41年3月31日生れ）-70歳（Sil年 

3月31日生れ）の市民先着330名。 

◇実施期間 9月1日困～平成18年3月31日圏 

◇申込方法 実施歯科医療機関窓口に申し込み、受 

診してください（保険証を持参ください）。 

◇料金（治療が必要な場合は別途自己負担が必要） 

国民健康保険被保険者・生活保護世帯・・・無料 

その他の保険被保険者・・・500円 

◇内容 問診、口腔内診査 

◇実施歯科医療機関 市内の指定歯科医療機関（詳 

細は健康推進係までお問い合せください） 

くコノ⑤年1回は 結核健診を受けましょう 6ミゆ 
◇対象 65歳以上の市民（注】今年から対象年齢が 

変わりました）。ただし、市民総合健診で肺がん検 

診をすでに受診した方、受診予定の方を除く。 

◇実施方法 胸部レントゲン撮影 〈無料〉 

希望される方は、直接実施会場へお越しください。 

健診日 実 施 場 所 実施時間 

9月9日

岡 

コミュニテイセンター長橋前 9:3Q- 	9:45 
野里集会所前 9 : 50 - 	10 :00 
福山コミュニテイ消防センター前 10 : 05 - 10:15 
コミュニテイセンター栄前 10: 30-- 10 :50 
姥落集会所前 11 :(J0---11 :10 
老人福祉センター前 11 :25--12:00 
地域福祉センター前 13:30 - 	14 :00 

ンら）小児マヒ（ポリオ）予防接種 五所川原地区へっ 

◇対象・・・生後 3 -90カ月未満の乳幼児 

◇会場・・・保健センター五所川原 ◇受付…12時30分～12時45分 
※母子手帳と予診票（白色）を記入して持参ください。 
注）発熱など体調の悪いお子さん、他の予防接種を受けているお子さんは接 

種間隔についてかかりつけのお医者さんに相談し、おいでください。 
お子さんの健康状態をよく知っている方がお連れください。 
駐車場がせまいので、市役所駐車場も利用ください。 

対 象 地 区 接 種 日 

みどり町・飯詰・梅沢 9月 5 日囲 

松島・長橋・毘沙門・中月い I9月 8日困 

南小学区・三好・七干日 I9月 13日因 

五小学区・松島町 ~ 9月 26日囲 

栄 「 9月 28 日困 し 

五所川原市役所 公35- 2111 平成 17年 8月 15日 12 
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五所川原地区 健康推進課 	”35-2111（内線223・224 1225) 

金木地区 保健センター金木 T53-2 111（内線154・155-156) 

市浦地区 保健センター市浦 行27-7733 

開 設 日 時 間 内 	容 

8月25日（木） 
．ミ二勉強会、情報 

10:00--11 :00 交換、身体計測、 
個別相談 

料理紹介 

健 康 相 談 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が

相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

五所川原 

桜田集会所 8月22日月） 10: 30~ )2 : 00 

水野尾コミュ二テイ消防センター 8月24日（水） 13: 00~ 14 :30 

種井集会所 9月 5 日（月） 10: 30~ 12 :00 

金 木 

東部コミュ二テイセンター 9月 1 日（木） 10: 00~ 11 : 00 

喜良市老人福祉センター 9月 8 日（木） 10: 00~ 11 : 00 

見崎町コミュニテイ消防センタ― 9月 9 日（金） 13:30 -- 14 :30 

神原コミュ二テイ消防センタ― 9月15日（木） 10: 00-- 11 : 00 

母 子 相 談 
，お子さん、お母さん達の交流の場にもご利用できます。 
☆五所川原地区 母と子の相談日 
◆場所…保健センター五所川原 
◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 	間 内 	容 

9月 7 日（水） 
9月21日（水） 

※ 21日午後は電話 
予約が必要です。 

10:00~ 12:00 
13:00~ 15:00 

・各月齢での成長、発 
達、育児、遊び、栄 
養（離乳食等）相談 

’子育て等の情報交換 

ことばの相談日 
9月15日（木） 

※9月 5日までに 
予約が必要です。 

10:00 --j 12 :00 
・ことばが遅い、発音

がききとりにくい、 
どもりなどの相談 

☆市浦地区 エンゼル愛相教室（乳児相談） 

◆場所,・市浦子育て支援センター（市浦アトム保育園内） 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

献血のご案内（バス巡回） 

期 	日 時 間 場 	所 

8月28日（日） 
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工ルムの街ショッピング
センタ一専門店入ロの外 

9月 10日（土） 10 :00~ 15 :00 市役所 おまっり広場 

9月 1 日（木） 
成分献血 

10 :00~ 16 :00 保健センタ一市浦 
（ピンコロ館） 

月 日 曜日 医療機関名 I 住 所 電 話 

8月21日 日
  

瀬川内科クリ二ック 「松島町丁目 79 33-0202 
8月28日 口

］
 
 

木村内科医院 松島町二丁目 89- 4 35 一 28巧 

※ 1. 対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 
2．その他、消防署（救急病院紹介雪34-4999) でも紹介します。 

rE)l あなたも 
作ってみませんか 

テーマ】牛乳・乳製品を使った料理⑨

五所川原市食生活改善推進員会 

〔帆立のステーキ香味ソースかけ〕 

1人分 2lOkcal 塩分 0.7 g 

■材料（6人分） 
帆立貝柱 
	

にんにく… 1 かけ 
塩・こしょう 	少々 	青しそ 	10枚 青しそ 	10枚 
小麦粉 	適量 	めんつゆ（ストレート） めんつゆ（ストレート） 

バター 	20g 	 大さじ 3 	大さじ 3 
サラダ油・・・大さじ 1~2 	バタ1 	3og バタ- 	30g 
ミニトマト 	6個 

■作り方 
①にんにくと青しそはみじん切りにする。 
②帆立に塩・こしょうをして小麦粉をまぶし、バター 

とサラダ油で両面をこんがりと焼き、皿に盛る。 
③②のフライパンにバター（30g）を溶かしてにん
にくを妙め、めんつゆを加えて沸騰させる。さら
に、青しそのみじん切りを加えて香味ソースを作る。 
④③のソースを熱いうちに②の帆立にかけ、ミニ 

トマトの輪切りを添える。 

暑さが続くとあっさりした料理が多くなりがちです
が、たまにはバターを使ったスタミナたっぶりのお
料理はいかがですか。にんにく・青しその香りが食 

×欲をそそり 夏ばても解消できそうです。 	ノ 

乳幼児健診 
☆五所H原地区 
◆場 所 I 保健センター五所川原 
◆受付時間】12時 15分～ 12時 30分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容.小児科診察、歯科検診（1歳6カ月児・3歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 カ月児）等 

対 	象 	児 期 	日 

4力月児健診 平成 17年 4 月生まれ 9月 6 日（火） 

1歳 6力月児健診 平成 16年 3 月生まれ 9月27日（火） 

3歳児健診 平成 14年 5 月生まれ 9月15日（木） 

※当月は、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

☆市浦地区 
◆場 所‘保健センター市浦（ピンコロ館） 
◆開催日時】9月2日圏 
◆受付時間’12時 15分～ 12時 45分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル、問診票
◆主な内容】診察、身体計測、発達・育児相談、栄養相談等
◆対 象】平成16年9月1日～平成17年6月幻日生まれ
※お願い 健診に来られなかった方は、ご連絡ください。病気療
養中のお子さんは、次回の健診を受けることができます。詳細
については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

13 平成 17年 8月 15日 五所川原市役所 合351 2111 

1人分 21 Okcal 塩分 0.7 g 

豊 , ヘルスインフォメーンョン d才・ 
笛 -1'管 _I- I" 嚇二 

’脅 ● 五所川原地区 健康推進課 ?● 35-2111（内線 223・ 224・225)~ 
金木地区 保健センター金木 雪 53-2111（内線 1541155・156) 
,浦地区 保にンター市浦 7で 27-7733 

健 康 相 談 
血圧測定、病気の相談、健診結果、心の相談など保健師が

相談に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

地区 開 催 場 所 開催月日 開催時間 

五所川原 

桜田集会所 8月22日（月） 10:30-- 12:00 

水野尾コミュ二テイ消防センター 8月24日（水） 13: 00~ 14:30 

種井集会所 9月 5 日（月） 10: 30~ 12:00 

金 木 

東部コミュ二テイセンタ一 9月 1 日（木） 10: 00-- ii: 00 

喜良市老人福祉センタ― 9月 8 日（木） 10: 00~ ii: 00 

見崎町コミュニテイ消防センター 9月 9 日（金） 13: 30~ 14:30 

神原コミュ二テイ消防センタ― 9月 15日（木） 10: 00' 	11:00 

母 子 相 談 
，お子さん、お母さん達の交流の場にもご利用できます。 
☆五所川原地区 母と子の相談日 
◆場所…保健センター五所川原 
◆持参するもの…母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

9月 7 日（水） 
9月21日（水） 

※ 21日午後は電話 
予約が必要です。 
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・各月齢での成長、発 
達、育児、遊び、栄 
養（離乳食等）相談 

’子育て等の情報交換 

ことばの相談日 
9月 15日（木） 

※9月 5日までに 
予約が必要です。 

10 】 00 
想易力限碧三 LI - LA)'uu 蕊り誕0港奏 

'-.- 12 :00 
・ことばが遅い、発音 

がききとりにくい、 
どもりなどの相談 

開 設 日 時 間 内 	容 

8月25日（木） 10 :00 --11 	:00 
．ミ二勉強会、情報
交換、身体計測、 
個別相談 

献血のご案内（バス巡回） 

期 	日 時 間 場 	所 

8月28日（日） 
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工ルムの街ショッピング
センタ一専門店入ロの外 

9月 10日（土） 10 :00 -- 15 :00 市役所 おまっり広場 

9月 1 日（木） 
成分献血 

10 :00 -- 16 :00 保健センター市浦 
（ピンコ口館） 

月 日 曜日 医療機関名 住 所 電 話 

8月21日 日 瀬川内科クリ二ック 松島町丁目79 33 - 0202 
8月28日 H

  
木村内科医院 松島町二丁目的-4 35 一 28巧 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から 17時まで 
2. その他、消防署（救急病院紹介雪34-4999) でも紹介します。 

料理紹介 
りあなたも 

作ってみませんか ／ 

テーマ‘牛乳・乳製品を使った料理⑥

五所川原市食生活改善推進員会 

ぐ帆立のステーキ香昧ソースかけ： 

■材料（6人分） 
帆立貝柱 
塩・こしよう 
小麦粉 	適量 	めんつゆ（ストレート） 

バター 	20 g 	 大さじ 3 
サラダ油…大さじ 1'--2 	バター 	3og 
ミニトマト 	6個 

■作り方 
①にんにくと青しそはみじん切りにする。 
②帆立に塩・こしょうをして小麦粉をまぶし、バター 

とサラダ油で両面をこんがりと焼き、皿に盛る。 
③②のフライパンにバター（30g）を溶かしてにん
にくを妙め、めんつゆを加えて沸騰させる。さら
に、青しそのみじん切りを加えて香味ソースを作る。 
④③のソースを熱いうちに②の帆立にかけ、ミニ 

トマトの輪切りを添える。 

乳幼児健診 
☆五所川原地区 
◆場 所 I 保健センター五所川原 
◆受付時間】12時 15分～ 12時 30分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル 
◆主な内容小児科診察、歯科検診（1歳6カ月児・3歳児）、 

身体計測、発達相談、離乳食試食（ 4 カ月児）等 

対 	象 	児 期 	日 

4力月児健診 平成 17年 4 月生まれ 9月 6 日（火） 

1歳 6力月児健診 平成 16年 3 月生まれ 9月27日（火） 

3歳児健診 平成 14年 5 月生まれ 9月15日（木） 

※当日は、駐車場が混雑しますので、市役所駐車場をご利用ください。 

☆市浦地区 
◆場 所‘保健センター市浦（ピンコロ館） 
◆開催日時】9月2日圏 
◆受付時間】12時 15分～ 12時 45分 
◆持参するもの】母子健康手帳、バスタオル、問診票

◆主な内容】診察、身体計測、発達・育児相談、栄養相談等

◆対 象】平成 16年9月1日～平成 17年6月幻日生まれ
※お願い 健診に来られなかった方は、ご連絡ください。病気療
養中のお子さんは、次回の健診を受けることができます。詳細
については、各地区乳幼児健診の年間予定表をご覧ください。 

にんにく・‘・1 かけ
青しそ・ー…・・・10枚
めんつゆ（ストレート） 

大さじ 3 
バター 	30 g 

‘鷲地i:浦子長毅曹無欝観育園内）×鍔興3笥巽 :A.:< - の香 Jが食ノ 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

13 平成 17年 8月 15日 五所川原市役所 B351 2111 



戸
 

元
所川
原鯵
A

一
高
桟の
 

津
軽
三
味銀
 

高
文
祭
で
見
事
な

演
奏

披
露
 

割責1k4随輝難⑨I＠集い・り 
7月31日、第3回青い森YOSAKOIの

集いが保健センター市浦（ピンコロ館） 

駐車場で開催され、県内外から集ま

った10チームが熱演し約1, 000人の観

客を魅了しました。 

地元アトム保育園児の演舞で幕明

けし、今年結成したばかりの市浦中

学校「花鳥風月」の迫力ある演舞が

会場をわかせました。 

友情出演の江差町「江差追分かも

めの会」と地元「天龍風神」が合流

した演舞は、時には花のように、時

には嵐のように、静と動のみごとな

コントラスト、ー体感のあるあでや

かな演舞が見る人の心に迫りました。 

第29回全国高等学校総合文化祭がワ月27日から31日まで県

内8市を会場に開催され、30・ 31日の2日間はオルテンシア

を会場に郷土芸能部門が行われました。 

全国から47校、約1 .300人の高校生が参加し各地に伝わる郷

土芸能を披露したもので、当市からは、五所川原第一高校の

津軽三味線が出演し、新旧じょんがら節、十三の砂山、嘉瀬

の奴踊のメドレー「津軽の想い」の息のあったバチさばきと

津軽三味線の音色で観客を魅了していました。 

今月の市民 人コ／64,305人（-15）男／30,262人（-15）女／34,043人（士0）世帯数／24,236世帯（+23) 7月31日現在（前月比） 

り三」古紙配合率 100% 五所川原市役所 '35- 211l 平成 17年 8月 15日 14 

  

ワ月31日、第3回青い森YOSAK引の

集いが保健センター市浦（ピンコロ館） 

駐車場で開催され、県内外から集ま

った10チームが熱演し約1 .000人の観

客を魅了しました。 

地元アトム保育園児の演舞で幕明

けし、今年結成したばかりの市浦中

学校「花鳥風月」の迫力ある演舞が 

1 会場をわかせました。 

友情出演の江差町「江差追分かも

めの会」と地元「天龍風神」が合流

した演舞は、時には花のように、時

には嵐のように、静と動のみごとな

コントラスト、一体感のあるあでや

かな演舞が見る人の心に迫りました。 

第29回全国高等学校総合文化祭がワ月27日から31日まで県

内8市を会場に開催され、30・ 31日の2日間はオルテンシア

を会場に郷土芸能部門が行われました。 

全国から47校、約1 .300人の高校生が参加し各地に伝わる郷

土芸能を披露したもので、当市からは、五所川原第一高校の

津軽三味線が出演し、新旧じょんがら節、十三の砂山、嘉瀬

の奴踊のメドレー「津軽の想い」の息のあったバチさばきと

津軽三味線の音色で観客を魅了していました。 

今月の市民 人ロ／64,305人（ 15）男／30,262人（ 15）女／34,043人（士0）世帯数／24,236世帯（+23) 7月31日現在（前月比） 

昌りり古紙配合率100% 五所川原市役所 'a35- 2111 平成 17年8月 15日 14 
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